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身体機能の測定は Short Physical Performance Battery(以下；SPPB)を使用して測定し




長(m)の 2 乗値で除して Skeletal Mass Index(以下；SMI)を算出した。 
筋力は下肢筋力と握力を測定した。下肢筋力は、ハンド・ヘルド・ダイナモメーター(Mobie 
MT-100、酒井医療社製)を使用し、膝に痛みのない下肢で膝関節伸展の最大等尺性収縮











































調べるために、50msec ごとの Root Mean Square により平滑化し、疲労課題中の膝関節屈
曲 90°から完全伸展までを解析対象とした。疲労課題中の筋電図信号は大腿直筋と外側広






行った。有意差を認めた場合、時系列は Tukey’s HSD による多重比較検定を用いた。また、
群間の比較は対応のない t 検定を用いた。疲労課題中のパワーの総和と筋電図信号の関係
性を検討するために、Pearson の積率相関分析を用いた。全て有意水準は危険率 5%未満と




74 名の高齢者を維持群(35 名)と低下群(39 名)の 2 群に群分けした。その結果、維持群
は低下群に比べて、年齢が有意に低く(維持群 vs. 低下群；82.4±7.0 歳 vs. 86.5±7.4 歳)、
下肢筋力(維持群 vs. 低下群；5.01±1.48N/kg vs. 3.46±0.97N/kg)、握力(維持群 vs.低




して相関行列表を観察したが、 r>0.9 もしくは r<-0.9 となるような変数は存在しなかっ
たため、全ての変数を対象とした。抽出された指標は下肢筋力、MMSE であった。標準偏回




疲労課題中のパワーの総和(維持群 vs. 低下群；2068.8±635.3W  vs. 1385.4±547.5W)
は群間に有意差を認め(p<0.05)、年齢、MVC、最大パワー、最大速度は有意差を認めなかっ
た。 
 疲労課題中のパワーの時系列は、維持群では 11-15 回以降、低下群では 21-25 回以降に
おいて 1-5 回と比べて有意に低下した(p<0.05)。また、疲労課題中のパワーの群間は 1-5
回において差が認められた(p<0.05)。疲労課題中の筋電図信号は維持群では徐々に上昇し
ていくのに対し、低下群は徐々に減少していき、16-20 回以降で群間に有意差を認めた














測定は左右 2 回ずつ測定し、最大値を代表値とした。 




び特性の比較には対応のない t 検定、男女の人数の差には χ2 検定を用いた。また、身体
機能に影響を及ぼす要因を検討するために、重回帰分析を用いた。従属変数は SPPB とし、
独立変数は年齢、BMI、体脂肪率、SMI、下肢筋力、握力、MMSE とした。独立変数の選択は
ステップワイズ法を用いた。なお、全て有意水準は危険率 5%未満とし、統計ソフトは SPSS 




対象は、女性の高齢者 15 名とし、課題Ⅰの SPPB の結果をもとに、身体機能維持者 8 名








用し、股関節屈曲 85°、膝関節屈曲 90°の状態で 5 秒間の膝関節伸展の MVC を 3 回測定し
た。5 分以上休憩した後に、被験者は 20%MVC の負荷に対して出来るだけ速い速度で膝関節
伸展運動(膝関節屈曲 90°から 0°まで)を 30 回行う疲労課題を実施した。被験者には出来
るだけ早く膝関節を伸ばすように指示した。また、被験者には膝関節完全伸展後に力を抜
いてもらい、検者が開始肢位の膝関節屈曲 90°に戻した。なお、疲労課題の実施中は 1 回








す指標とした。また、疲労課題中のパワーの総和は、20%MVC の値と 1 回ごとの速度をもと
に 1 回ごとのパワーを計算し、合計を算出した。  
疲労課題中の筋電図信号の測定は、筋電図システム Tele Myo G2(Noraxon 社製)を用い
た。筋電図信号は、疲労課題中に大腿直筋と外側広筋から記録した。電極から導出された
アナログ信号は A/D 変換器を介し、サンプリング周波数 1500Hz でパーソナルコンピュータ
に取り込み、筋電図解析ソフトウェア Myo Research XP で解析した。筋電図信号の振幅を
38
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